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も
の
が
、
今
は
国
道
一
号
線
の
日
坂
ト
ン
ネ
ル
の
東

側
の
丘
の
上
に
あ
る
。
こ
の
方
が
古
く
か
ら
の
も
の

だ
と
い
う
。
峠
の
下
り
口
近
く
に
一
里
塚
が
あ
っ
た

が
、
今
は
標
識
の
札
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
こ

は
自
動
車
も
殆
ん
ど
登
れ
な
い
道
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。

中
山
道
に
は
東
海
道
よ
り
も
旧
観
を
残
し
た
道
が

多
い
。
和
田
峠
に
も
「
歴
史
の
道
」
と
し
て
整
備
さ

れ
た
所
も
あ
り
、
如
寵
（
木
曽
郡
齋
和
5
日
町
）
と
馬

籠
（
同
郡
山
口
村
）
の
間
に
は
、
文
化
庁
の
歴
史
の

道
保
存
整
備
事
業
の
対
象
地
区
と
な
っ
て
、
す
っ
か

り
歩
き
よ
く
な
っ
た
山
道
も
あ
る
。
し
か
し
こ
の
道

は
歩
く
人
た
ち
が
多
す
ぎ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

そ
れ
に
比
ぺ
る
と
、
美
濃
へ
入
っ
て
、
大
井
宿
（
恵

那
市
）
と
御
脚
宿
（
可
児
郡
御
如
町
）
の
間
が
、
あ

--図一如凶~1 特

◎ 

久延寺境内にある夜暗石

文
化
庁
の
補
助
に
よ
っ
て
各
県
の
「
歴
史
の
道
」

の
調
査
が
進
行
し
、
そ
れ
に
つ
れ
て
古
道
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
き
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
と
は
言
っ

て
も
近
世
の
道
で
さ
え
昔
ど
お
り
に
た
ど
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
新
し
い
道
が
で
き
て
古
い
道
が
切
断

さ
れ
て
そ
の
面
影
を
残
さ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
所
も

あ
る
し
、
廃
道
に
近
く
な
っ
た
所
も
あ
る
。
し
か
し

新
し
い
道
が
バ
イ
パ
ス
と
な
っ
て
、
旧
道
が
文
字
ど

お
り
歴
史
の
道
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
場
合
も
あ

る。
「
歴
史
の
道
」
の
調
査
が
始
ま
っ
て
、
「
奥
の
細
道
」

か
ら
着
手
し
よ
う
と
し
た
時
に
、
宮
城
県
と
山
形
県

で
は
街
道
名
が
違
う
の
で
、
仲
野
調
査
官
が
ど
う
し

よ
う
か
と
言
わ
れ
た
の
を
思
い
出
す
。
＇
街
道
名
は
多

く
は
行
先
を
つ
け
る
か
ら
で
あ
る
。
福
島
県
で
は
下

野
道
ま
た
は
南
山
通
り
と
言
う
の
を
、
栃
木
県
で
は

会
津
西
街
道
と
言
う
。
三
重
県
の
松
阪
か
ら
和
歌
山

へ
行
く
道
を
、
三
重
県
で
は
和
歌
山
街
道
と
か
紀
州

琵琶峠の石畳

（昭和45年に発見されたもの）
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街
道
と
言
っ
た
。
熊
本
県
か
ら
大
分
県
下
へ
向
う
の

は
豊
後
街
道
で
あ
り
、
長
野
県
の
伊
那
地
方
を
通
る

伊
那
街
道
は
三
州
街
道
と
も
言
う
の
は
三
河
に
入
る

か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
古
い
道
も
鉄
道
や
自
動
車
の
発
達
で

主
要
交
通
路
と
し
て
の
地
位
を
失
っ
た
も
の
も
あ
り
、

新
し
い
道
路
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
て
旧
態
を
止
め
な

い
所
も
あ
る
。
箱
根
の
峠
道
は
ほ
と
ん
ど
直
線
的
に

上
り
下
り
し
た
険
路
で
あ
っ
た
の
に
、
蛇
行
す
る
自

動
車
道
で
寸
断
さ
れ
、
神
奈
川
県
側
は
ど
う
や
ら
旧

道
を
た
ど
れ
る
が
、
静
岡
県
側
は
草
む
ら
に
埋
れ
て

し
ま
っ
た
所
が
多
い
。
交
通
量
の
多
い
東
海
道
で
は
、

道
路
の
拡
幅
や
市
街
地
の
区
画
整
理
な
ど
で
、
古
い

町
並
が
失
わ
れ
た
所
が
多
い
。
近
年
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
た
、
鈴
鹿
峠
に
近
い

関
町
は
さ
す
が
に
昔
の
雰
囲
気
を
残
し
て
い
る
が
、

戦
災
で
全
く
変
貌
し
た
町
も
あ
る
。

街
道
の
古
い
姿
を
残
し
て
い
る
の
は
峠
道
な
ど
で
、

自
動
車
の
通
ら
な
い
よ
う
な
所
で
あ
る
。
東
海
道
で

言
え
ば
宇
津
谷
峠
か
小
夜
の
中
山
あ
た
り
で
あ
ろ
う

ま
り
人
の
訪
れ
な
い
自
然
道
で
あ
る
。
大
井
宿
と
次

の
大
久
手
宿
（
瑞
浪
市
大
漱
町
）
の
間
に
は
十
三
峠

と
言
わ
れ
る
十
幾
つ
も
の
峠
が
あ
っ
て
、
石
畳
も
所

所
に
残
っ
て
い
る
が
、
自
動
車
は
通
れ
な
い
の
で
昔

の
姿
を
残
し
、
東
海
自
然
歩
道
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
幾
つ
も
の
峠
を
越
え
た
所
に
大
久
手
宿
の
集
落
が

あ
り
、
問
屋
場
と
脇
本
陣
の
り
っ
ぱ
な
建
物
が
あ
る
。

こ
こ
か
ら
次
の
細
久
手
宿
（
瑞
浪
市
）
の
間
も
東
海

自
然
歩
道
で
、
半
里
ほ
ど
で
琵
琶
峠
に
か
か
る
。

杉
林
や
雑
木
林
や
石
畳
道
を
四
町
ほ
ど
登
る
と
頂
上

で
あ
る
。
東
北
に
は
木
曽
の
諏
蜘
‘
北
に
は
飛
騨
の

山
の
間
か
ら
加
賀
の
白
山
が
見
え
、
西
に
は
伊
吹
山

が
見
え
る
。
美
濃
の
中
山
道
中
で
最
も
高
い
所
で
あ

る。
琵
琶
峠
の
両
側
に
も
昭
和
四
十
五
年
に
発
見
さ
れ

た
石
畳
が
自
然
歩
道
事
業
な
ど
で
整
備
さ
れ
て
、
七

町
ほ
ど
残
っ
て
い
る
。
や
が
て
八
瀬
沢
の
一
里
塚
が

あ
る
が
、
琵
琶
坂
一
里
塚
と
も
言
い
、
県
指
定
の
史

跡
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
だ
ら
だ
ら
下
っ
て
行
く
と
、

右
手
に
弁
天
池
が
あ
り
、
池
中
の
小
島
に
小
さ
い
祠

か
。
宇
津
谷
峠
は
丸
子
宿
（
静
岡
市
丸
子
）
と
岡
部

宿
（
志
太
郡
岡
部
町
）
の
間
に
あ
る
。
「
伊
勢
物
語
」

の
「
駿
河
な
る
宇
津
の
山
べ
の
う
つ
つ
に
も
夢
に

も
人
に
あ
は
ぬ
な
り
け
り
」
の
歌
で
知
ら
れ
、
そ
の

っ
た

山
道
は
蔦
の
下
道
と
か
蔦
の
細
道
と
言
わ
れ
た
が
、

豊
臣
秀
吉
が
小
田
原
の
北
条
氏
を
討
っ
た
め
に
東
下

し
た
時
に
新
し
く
道
を
開
き
、
そ
れ
が
近
世
の
東
海

道
と
な
っ
た
。
峠
の
東
麓
に
あ
る
宇
津
谷
の
集
落

（
静
岡
市
宇
津
ノ
谷
）
に
古
い
姿
が
残
る
。
し
か
し

明
治
に
な
っ
て
ト
ン
ネ
ル
が
出
来
て
、
峠
ま
で
登
ら

な
い
で
す
む
よ
う
に
な
り
、
昭
和
の
初
め
に
、
そ
れ

よ
り
北
に
新
し
い
ト
ン
ネ
ル
が
出
来
、
さ
ら
に
昭
和

三
十
三
年
に
新
宇
津
谷
ト
ン
ネ
ル
が
出
来
た
の
で
、

古
い
道
を
た
ず
ね
る
人
ば
か
り
が
訪
れ
る
集
落
に
な

っ

て

し

ま

っ

た

。

・

小
夜
の
中
山
は
金
谷
宿
（
榛
原
郡
金
谷
町
）
と
日

坂
宿
（
掛
川
市
）
の
間
に
あ
る
。
そ
の
東
麓
の
菊
川

は
古
代
か
ら
中
世
へ
か
け
て
の
宿
駅
で
、
建
久
元
年

に
源
頼
朝
が
上
洛
し
た
時
に
も
一
泊
し
た
所
で
あ
る

が
、
近
世
で
は
閑
村
と
な
り
、
今
は
何
の
島
衛
も
な

い
。
そ
れ
よ
り
急
な
坂
を
上
っ
た
所
が
小
夜
の
中
山

で
あ
る
。
こ
こ
は
西
行
法
師
の
「
年
た
け
て
ま
た
越

ゆ
べ
し
と
思
ひ
き
や
命
な
り
け
り
小
夜
の
中
山
」

で
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
峠
を
上
っ
た
所
に
久
延
寺

が
あ
り
、
慶
長
五
年
、
関
ケ
原
の
戦
い
の
た
め
に
西

上
す
る
徳
川
家
康
の
た
め
に
、
掛
川
城
主
の
山
内
一

豊
が
茶
亭
を
設
け
て
接
待
し
た
所
で
あ
る
。

こ
の
寺
の
庭
に
丸
い
石
が
あ
り
、
夜
暗
石
と
説
明

が
あ
る
。
夜
暗
石
に
は
色
々
な
伝
説
が
あ
る
が
、
夜

喘
石
は
も
う
一
っ
、
峠
の
西
の
麓
の
道
中
に
あ
っ
た

が
あ
る
。
こ
の
辺
は
昔
は
松
並
木
が
あ
っ
た
と
い
う

が
、
今
は
二
、
三
本
の
赤
松
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

そ
の
先
の
奥
之
田
の
一
里
塚
も
県
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。

細
久
手
宿
は
自
動
車
も
自
由
に
入
れ
る
道
筋
で
、

従
っ
て
昔
の
面
影
は
薄
い
。
し
か
し
旧
道
に
は
開
発

の
波
は
ま
だ
及
ば
ず
、
平
岩
根
峠
や
物
見
峠
な
ど
を

こ

う

の

す

登
り
下
り
す
る
。
二
つ
の
峠
の
間
に
あ
る
鴨
之
巣
の

一
里
塚
も
原
形
を
存
し
、
県
の
史
跡
で
あ
る
。

十
三
峠
か
ら
は
中
山
道
中
で
も
旧
観
の
多
く
残
っ

て
い
る
、
自
然
歩
道
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
道
筋
を
た

ど
っ
て
御
嶽
宿
に
入
る
。
こ
こ
は
美
濃
平
野
の
東
端

で
、
長
い
山
道
も
終
わ
り
に
な
る
の
で
あ
る
。
御
嶽

宿
は
宿
場
町
と
い
う
よ
り
は
天
台
宗
の
名
刹
大
寺
山

願
興
寺
の
門
前
町
で
あ
る
。
薬
師
如
来
を
本
尊
と
し

か

て
、
可
児
薬
師
ま
た
は
可
児
大
寺
と
呼
ば
れ
て
い
る

が
、
本
尊
を
初
め
二
十
四
体
の
仏
像
が
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
本
堂
や
六
百
巻
の
大
般
若
経

な
ど
県
の
重
要
文
化
財
は
い
く
つ
も
あ
る
。

「
歴
史
の
道
」
ら
し
い
所
は
、
全
国
に
は
ま
だ
幾
ら

も
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
今
後
も
ど
う
い
う
形
で
残

す
の
が
よ
い
の
か
。
動
い
て
い
る
世
界
に
順
応
さ
せ

つ
つ
道
の
語
る
歴
史
や
文
学
を
ど
う
伝
え
て
い
く
の

、。カ
「
歴
史
の
道
」
の
調
査
報
告
書
は
、
一
部
の
県
で
は

市
販
も
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
に
は
入
手
の
で
き
な

い
所
が
多
い
。
調
査
結
果
を
な
る
べ
く
広
く
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
、
そ
の
成
果
の
な
か
か
ら
保
存
の

道
を
考
え
出
す
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
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修
復
に
至
る
経
過

阿
蘇
町
は
参
勤
交
代
「
豊
後
街
道
」
の
宿
泊
地
で

あ
り
、
又
、
通
過
地
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
充

分
町
民
も
町
当
局
も
承
知
し
て
い
た
が
、
主
な
調
査

活
動
は
民
間
グ
ル
ー
プ
「
阿
蘇
郷
土
の
会
」
で
の
調

査
に
委
せ
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
れ
よ
り
先
に
当
委
員
会
で
は
、
昭
和

五
十
三
年
に
町
内
の
史
蹟
並
び
に
天
然
記
念
物
の
標

柱
を
約
百
本
ほ
ど
建
て
て
、
町
民
の
史
蹟
に
対
す
る

関
心
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
昭
和
五
十
五
年

「
史
料
阿
蘇
」
第
二
集
を
刊
行
、
「
参
勤
交
代
と
阿
蘇

路
」
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
た
。

本
町
内
の
参
勤
交
代
道
は
、
全
長
約
十
八
km
に
及

び
、
こ
の
中
で
難
所
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
二
重
の
峠

か
ら
坂
下
集
落
に
至
る
坂
道
で
、
全
長
一
・
六
km
、

標
高
差
約
二
百
二
十

m
で
あ
る
。
こ
の
石
畳
は
昔
か

ら
車
帰
集
落
の
草
刈
の
た
め
の
牛
馬
道
と
し
て
利
用

さ
れ
、
毎
年
一
回
道
普
請
が
行
わ
れ
て
来
た
。
し
か

し
、
近
年
は
道
路
事
情
が
変
わ
り
、
牛
馬
道
と
し
て

岩
坂
村
は
現
在
の
大
津
町
で
、
旧
布
田
手
永
に
属

し
、
白
川
左
岸
の
村
で
あ
る
。
「
文
字
石
」
は
、
石
畳

構
築
に
多
く
の
人
々
が
狩
り
出
さ
れ
た
し
る
し
と
も

思
わ
れ
、
当
時
の
農
民
の
苦
し
み
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

「
文
字
石
」
か
ら
百

m
下
に
「
牛
王
水
」
が
あ
る
。

通
称
「
牛
王
さ
ん
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
往
時

に
は
湧
水
が
あ
っ
て
、
牛
馬
の
飲
料
又
は
通
行
人
の

飲
み
水
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
前
は
榎

の
大
木
や
粗
の
古
木
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
十
七
年

八
月
、
山
上
原
野
に
土
砂
崩
れ
が
起
こ
り
、
大
木
は

流
さ
れ
「
牛
王
さ
ん
」
も
荒
さ
れ
た
が
、
同
地
に
あ

っ
た
地
蔵
尊
二
体
は
無
事
で
あ
っ
た
。

左
、
地
蔵
尊
は
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
の
作

世

話

人

大

津

松

屋

幸

助

（
熊
本
）
二
本
木
光
平

と

あ

る

。

．

右
、
地
蔵
尊
は
文
政
五
年
(
-
八
二
二
）
の
作

も
利
用
さ
れ
な
く
な
り
、
草
が
生
い
茂
る
ま
ま
で
、

峠
道
の
下
半
部
は
幅
二

m
位
の
石
畳
が
点
々
と
露
出

し
て
い
た
が
、
そ
の
上
半
部
に
い
た
っ
て
は
殆
ん
ど

歩
行
が
困
難
な
状
態
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
五
十
六
年
度
に
県
文
化
課
の
事

業
と
し
て
「
歴
史
の
道
」
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
一
環

と
し
て
本
町
も
現
地
調
査
員
を
三
名
選
び
そ
の
調
査

に
当
た
ら
せ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
五
十
九
年
六
月
に

山
形
県
最
上
町
で
行
わ
れ
た
「
全
国
歴
史
の
道
整
備

担
当
者
会
議
」
に
出
席
し
た
教
育
長
は
出
羽
街
道
、

中
山
越
、
上
街
道
の
整
備
状
況
を
視
察
し
て
そ
の
直

後
町
長
に
報
告
す
る
と
同
時
に
、
昭
和
六
十
年
度
に

先
ず
一
千
万
円
の
予
算
を
計
上
し
、
文
化
庁
の
補
助

を
受
け
事
業
を
進
め
る
こ
と
を
確
約
し
た
。

憶
え
ば
こ
れ
が
石
畳
復
元
の
導
火
線
で
あ
っ
た
。

車
帰
村
民
の
理
解
と
周
辺
地
権
者
の
協
力
が
あ
り
、

又
、
こ
の
道
が
町
有
の
道
路
で
あ
っ
た
事
が
、
こ
の

事
業
の
遂
行
を
容
易
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

事
業
の
実
施
及
び
計
画
の
状
況

施
主
（
熊
本
）
紺
屋
町

大
坂
屋
オ
助

"

金

屋

文

平

次

車
帰
村
坂
下
和
七
寄
進

と
あ
る
。

天
明
の
時
代
は
大
凶
作
で
あ
り
、
文
政
の
時
代
は

大
雨
、
大
洪
水
と
、
内
牧
の
三
年
連
続
の
大
火
が
あ

っ
た
。
人
々
は
、
阿
蘇
谷
か
ら
食
を
求
め
、
職
を
探

し
て
こ
の
道
を
熊
本
方
面
に
流
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
牛
王
さ
ん
」
に
立
ち
寄
っ
た
人
々
の
中
に
も
、
病

人
が
た
お
れ
、
子
供
が
死
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ

う
。
の
ち
に
篤
志
家
が
地
蔵
尊
を
建
立
し
た
も
の
で

は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

原
野
地
帯
を
過
ぎ
て
山
林
地
帯
に
入
り
、
石
畳
を

横
切
る
水
切
が
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
石
畳
の
特
長
と

も
言
わ
れ
る
も
の
で
、
左
側
の
排
水
路
か
ら
右
側
の

排
水
路
に
水
路
を
変
え
る
工
法
に
よ
る
し
っ
か
り
し

た
石
組
で
現
存
し
て
い
る
。

熊
本
県
阿
蘇
町
教
育
委
員
会
教
育
長

て
い
た

二重峠石畳図

ま

と

め

昭
和
六
十
年
度

1

全

体

測

量

一

、

六

三

三

m

2

伐
開
排
土
作
業
一
、
一

0
四

m

3

石

畳

修

復

工

事

五

九

m

伐
開
作
業
を
行
っ
た
結
果
埋
も
れ
た
土
中
深
く
か

ら
石
畳
の
全
容
が
現
わ
れ
た
。
こ
の
土
砂
は
山
崩
れ

に
よ
る
埋
土
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
立
派
な
石
畳
が

残
存
し
て
い
る
こ
と
は
誰
一
人
予
想
せ
ぬ
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
及
ぴ
石
組
み
の

確
か
さ
が
全
線
に
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
、
町
も
又
、

町
民
も
非
常
に
驚
い
た
の
で
あ
る
。

昭
和
六
十
一
年
度

1

石

畳

修

復

二

四

三

・

七

m

2

石

橋

修

復

一

ヶ

所

3

水

切

修

復

ニ

ヶ

所

昭
和
六
十
二
年
度

1

石

畳

修

復

三

四

七

・

七

m

昭
和
六
十
三
年
度
計
画

1

石

畳

修

復

四

0
0
m

2

牛
王
さ
ん
水
路
修
復

昭
和
六
十
四
年
度
計
画

1

石

畳

修

復

四

0
0
m

石
畳
の
周
辺

二
重
峠
石
畳
入
口
か
ら
四
、
五
十

m
下
る
と
、
阿

蘇
谷
を
一
望
す
る
史
蹟
「
二
重
の
峠
」
．
の
標
柱
が
あ

る
。
標
柱
か
ら
さ
ら
に
百

m
位
下
っ
た
処
に
石
畳
の

「
文
字
石
」
が
あ
る
。
「
岩
坂
村
つ
く
り
」
と
印
さ
れ

た
こ
の
「
文
字
石
」
は
、
道
普
請
に
あ
た
っ
た
村
人

の
刻
印
で
あ
る
。

更
に
石
畳
を
下
る
と
石
橋
が
あ
り
一
部
破
損
し
て
．

い
た
が
修
復
し
た
。

前
述
の
と
お
り
に
石
畳
の
修
復
工
事
を
行
っ
て
き

た
が
、
石
畳
は
、
私
達
が
考
え
て
い
た
よ
り
大
規
模

で
あ
り
、
エ
法
も
確
か
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
驚
い

た
。
前
述
計
画
ど
お
り
い
か
に
し
て
も
石
畳
道
を
完

成
し
た
い
。
そ
し
て
副
次
的
な
も
の
と
し
て
こ
の
道

を
健
全
な
体
験
学
習
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

し
た
い
。
こ
の
道
に
つ
づ
く
史
蹟
と
し
て
は
、
ば
里

き木
（
一
里
毎
に
里
木
が
お
か
れ
た
）
、
的
石
御
茶
屋
の

跡
（
元
禄
時
代
か
ら
二
百
九
十
年
も
続
い
て
い
る
藩

公
指
定
の
御
中
食
の
家
で
あ
り
、
そ
の
庭
園
も
残
り
、

近
年
名
水
に
も
指
定
さ
れ
、
当
主
は
十
三
代
目
で
あ

る
。
）
、
阿
蘇
山
の
神
健
磐
立
命
が
山
頂
よ
り
弓
で
ね

ら
い
射
っ
た
と
い
う
「
神
話
の
石
」
的
石
、
九
里
木
、

御
前
水
、
十
里
木
、
内
牧
城
跡
、

内
牧
手
永
会
所
跡
、
加
藤
右
馬
允

墓
地
、
十
一
里
木
跡
等
、
史
蹟
名

所
に
は
事
欠
か
な
い
。

交
通
路
は
生
き
も
の
で
あ
り
、

私
達
が
気
づ
か
な
い
間
に
、
又
、

世
の
移
り
変
わ
り
に
よ
っ
て
消
え

や
す
い
の
が
道
で
あ
る
。
そ
れ
故

に
歴
史
の
道
は
今
保
存
整
備
し
な

け
れ
ば
先
人
の
意
志
や
苦
労
を
無

に
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
強
く
感
ず
る
し
だ
い
で
あ
る
。

一 7_ ー 6―
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江
戸
時
代
中
期
、
萩
毛
利
藩
の
絵
画
方
を
つ
と
め

た
有
馬
喜
三
太
は
、
宝
暦
末
期
（
一
七
六
三
）
に
中

国
行
程
記
と
い
う
街
道
絵
図
を
描
い
て
い
る
。
全
八

巻
か
ら
な
り
、
藩
府
萩
か
ら
伏
見
京
境
ま
で
詳
細
に

地
名
や
説
明
を
加
え
て
あ
る
。

こ
の
行
程
記
は
、
藩
主
の
参
勤
や
下
向
の
折
の
旅

の
つ
れ
づ
れ
を
慰
め
、
地
誌
的
知
識
を
得
る
資
料
と

し
て
画
か
れ
た
も
の
で
、
街
道
を
中
心
と
し
て
登
り

と
下
り
で
街
道
の
左
右
が
対
象
的
に
画
か
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
第
一
巻
に
、
萩
か
ら
三
田
尻
（
現
在
の

防
府
市
）
ま
で
の
沿
道
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
萩
か
ら
三
田
尻
ま
で
の
道
を
、
「
御
成
道
」
あ
る

い
は
「
萩
往
還
」
と
呼
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

萩
往
還
の
成
り
立
ち

山
口
県
地
域
に
お
け
る
道
の
歴
史
を
見
る
場
合
、

古
代
に
お
い
て
は
、
都
と
筑
紫
大
宰
府
を
結
ぶ
山
陽

道
が
あ
り
、
あ
る
い
は
都
か
ら
石
見
国
を
経
て
山
陽

萩
往
還
の
地
理
的
蠣
境

歴
史
の
道
萩
往
還
は
、
萩
唐
樋
札
場
跡
を
起
点
と

し
て
南
東
に
向
い
、
明
木
、
佐
々
並
と
中
国
山
脈
を

越
え
て
山
口
へ
出
、
山
口
か
ら
は
ほ
ぼ
平
坦
な
道
を

す
す
み
、
佐
波
川
を
渡
り
三
田
尻
船
場
跡
を
終
点
と

す
る
約
十
二
里
（
五
十
ニ
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の

行
程
で
あ
る
。
こ
の
ル
ー
ト
か
ら
見
れ
ば
、
山
陰
か

ら
内
陸
方
面
へ
中
国
山
地
を
越
え
て
の
道
で
あ
る
た

め
、
起
伏
も
大
き
く
高
い
峠
を
持
つ
内
陸
横
断
型
の

道
で
あ
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。

最
も
高
い
峠
は
、
萩
往
還
の
中
間
点
附
近
に
あ
る

板
堂
峠
で
五
百
四
十
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
峠
の
南
側
の
山
口
市
一
の
坂
と
、
北
側
の
旭
村

一
升
谷
附
近
が
急
な
勾
配
を
持
つ
こ
と
と
な
り
、
道

を
往
来
す
る
人
の
一
番
の
難
所
で
あ
っ
た
。

は
じ
め
に

整
備
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
地
権
者
や
地
元
関
係
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道
に
合
流
す
る
山
陰
道
が
あ
っ
た
。
山
陽
道
は
特
に

官
道
の
う
ち
で
も
大
路
の
扱
い
を
受
け
る
な
ど
、
政

治
、
外
交
上
最
も
重
要
な
道
で
あ
っ
た
。

中
世
に
い
た
り
、
周
防
、
長
門
を
支
配
下
に
お
き
、

山
口
に
居
館
を
造
営
し
た
大
内
氏
が
、
山
口
を
中
心

と
し
た
新
し
い
道
路
網
の
整
備
に
努
め
た
こ
と
は
画

期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

大
内
氏
は
、
京
都
を
模
し
た
町
づ
く
り
を
行
い
、

城
下
町
と
し
て
の
機
能
を
充
実
さ
せ
る
と
同
時
に
‘

山
口
を
中
心
に
置
い
た
放
射
状
に
延
び
る
領
国
内
の

道
の
造
営
、
整
備
、
さ
ら
に
規
制
に
も
意
を
注
い
で

い
る
。
夜
中
に
大
路
を
往
来
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
武

器
を
持
っ
て
通
行
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
領
内
各
地
か

ら
山
口
ま
で
の
所
要
日
数
を
定
め
る
な
ど
、
山
口
を

軸
と
し
た
計
画
的
な
領
国
内
の
支
配
体
制
を
整
え
て

い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

当
然
に
、
当
時
の
萩
往
還
は
、
山
口
か
ら
萩
、
山

ロ
か
ら
三
田
尻
へ
と
、
山
口
を
起
点
と
し
た
道
で
あ

っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

慶
長
五
年
（
一
六

0
0
)
関
ヶ
原
の
合
戦
に
お

私
は
、
十
数
年
前
、
明
治
維
新
百
年
事
業
と
し
て
、

旭
村
日
南
瀬
か
ら
山
口
市
天
花
畑
錦
鶏
の
滝
ま
で
生

徒
達
と
歩
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
雑
木
と
雑
草
に
蔽

わ
れ
た
路
は
、
往
還
道
と
し
て
の
面
影
は
見
当
た
ら

ず
、
路
な
き
路
を
行
く
よ
う
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い

出
す
の
で
あ
る
。
昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
、
萩
往
還

の
調
査
が
始
ま
り
、
現
地
調
査
を
さ
れ
た
先
生
方
も

そ
う
し
た
感
想
を
お
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

萩
往
還
の
復
元
整
備
工
事
は
、
昭
和
五
十
六
年
度

か
ら
実
施
し
た
。
整
備
工
事
に
先
立
ち
国
、
県
、
市

町
村
担
当
者
で
協
議
さ
れ
た
事
項
は
、
お
お
よ
そ
次

の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
①
民
有
地
等
と
の
境
界
を
確

認
す
る
。
②
道
幅
は
、
二
間
を
基
準
と
す
る
。
③
側

溝
等
は
自
然
石
を
使
用
す
る
。
④
農
道
な
ど
生
活
道

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
部
分
は
除
く
。
以
上
の
他
、

道
に
付
属
す
る
遺
跡
等
の
整
備
、
整
備
後
の
維
持
管

理
の
問
題
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。

次
の
表
は
、
関
係
市
町
村
に
お
け
る
整
備
の
状
況

等
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
て
西
軍
に
つ
い
た
毛
利
輝
元
は
、
防
長
二
州
へ
の

削
封
に
よ
り
防
長
入
り
す
る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に

徳
川
幕
藩
体
制
の
地
理
的
統
制
に
よ
っ
て
萩
へ
の
築

城
と
な
る
。
以
後
、
山
陰
の
一
寒
村
で
あ
っ
た
萩
は
、

毛
利
氏
の
築
城
、
城
下
町
と
し
て
の
経
営
等
、
急
激

な
変
貌
を
見
せ
る
こ
と
と
な
る
。
必
然
的
に
、
周
防
、

長
門
の
道
路
網
は
、
萩
を
中
心
と
し
た
道
へ
と
再
編

さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

参
勤
交
代
と
萩
往
還

毛
利
藩
に
と
つ
で
、
参
勤
交
代
の
コ
ー
ス
は
、
萩

を
出
発
し
、
明
木
、
佐
々
並
、
山
口
を
経
て
三
田
尻

ま
で
進
み
、
三
田
尻
か
ら
乗
船
し
、
大
阪
ま
で
海
路

を
と
り
、
そ
の
後
は
京
都
、
桑
名
等
を
経
て
江
戸
へ

至
る
、
約
一
月
が
か
り
の
行
程
と
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
二
）
か

ら
は
、
三
田
尻
か
ら
山
陽
道
を
東
進
す
る
陸
路
へ
変

更
さ
れ
て
い
る
。

萩
毛
利
藩
が
、
領
国
内
で
本
往
還
道
と
し
て
重
視

し
た
の
は
萩
往
還
で
あ
っ
た
。
地
方
領
内
の
一
支
線

に
す
ぎ
な
い
道
が
、
萩
藩
に
と
っ
て
は
参
勤
交
代
に

供
さ
れ
る
「
御
成
道
」
で
あ
り
、
政
治
的
に
最
重
要

路
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
道
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

こ
う
し
て
萩
往
還
は
、
本
陣
、
脇
本
陣
、
お
茶
屋
、

旅
籠
屋
な
ど
の
施
設
が
整
え
ら
れ
、
駕
籠
建
場
、
番

所
、
高
札
場
、
国
境
塚
、
一
里
塚
な
ど
が
整
備
さ
れ
、

道
の
両
側
に
は
道
松
が
植
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
施

設
は
、
一
般
の
通
行
人
を
対
象
と
す
る
も
の
も
あ
っ

た
が
、
主
と
し
て
藩
主
の
往
来
に
必
要
な
施
設
と
し

て
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

者
の
熱
心
な
協
力
も
あ
り
、
順
調
に
す
す
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
工
事
の
実
施
で
は
、
峠
の
上
で
の
工
事

等
、
資
材
運
搬
や
水
の
確
保
が
困
難
な
場
所
も
あ
り
、

人
力
で
資
材
や
水
を
運
ぶ
な
ど
施
行
業
者
の
苦
労
も

多
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
・
旭
村
と
山
口
市
で
一
部
工
事

を
継
続
し
て
い
る
が
、
大
半
の
整
備
工
事
を
完
了
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
関
係
市
町
村
の
熱
意

と
、
国
、
県
関
係
者
の
御
指
導
の
賜
も
の
と
感
謝
し

て
い
る
次
第
で
あ
る
。

今
後
の
活
用

萩
往
還
の
整
備
は
、
大
半
を
完
了
し
て
お
り
、
年

年
整
備
さ
れ
た
道
を
探
訪
す
る
人
が
増
え
て
い
る
こ

と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

今
後
は
、
利
用
者
の
た
め
に
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
も
準
備
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
萩
往
還
道
に
は
、
全
行
程
の
中
間
位
置
に
青

少
年
の
た
め
の
キ
ャ
ン
プ
場
も
設
け
た
二
十
一
世
紀

の
森
と
い
う
自
然
に
囲
ま
れ
た
施
設
が
あ
る
。

こ
の
位
置
か
ら
宮
野
方
面
へ
山
を
下
る
と
、
一
の

坂
銀
山
跡
や
荒
谷
ダ
ム
に
通
じ
、
さ
ら
に
国
土
庁
の

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
た
山
口
ふ
れ
あ
い
館

へ
も
通
じ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
た
め
の
遊
歩
道
の

整
備
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
ぅ
に
、
周
辺
の
諸
施
設
と
有
機
的
に
結
び

つ
き
、
相
互
に
関
連
を
持
ち
な
が
ら
萩
往
還
を
利
用

し
、
活
用
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
成
人
者

ま
で
、
歴
史
を
学
ぶ
体
験
学
習
の
場
と
し
て
生
か
さ

れ
る
こ
と
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。

―,― 一 8―
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古道整備記念歌碑（石倉峠）

間
降
水
量
も
高
い
当
地
方
で
す
か
ら
r

路
面
が
雨
水

の
流
路
と
な
る
恐
れ
の
あ
る
箇
所
で
は
石
畳
を
賊
い

て
表
土
の
流
失
防
止
を
考
え
る
必
要
が
あ
っ
た
わ
け

で
、
租
雑
な
も
の
と
は
い
え
山
道
の
保
守
に
対
す
る

先
人
の
知
恵
に
頭
が
さ
が
り
ま
す
。

こ
の
古
道
も
本
来
は
集
落
と
集
落
の
連
絡
路
で
あ

り
、
生
活
の
為
の
道
で
し
た
。
ま
た
、
山
林
労
蒋
に

従
事
す
る
人
々
に
は
作
業
路
と
し
て
の
機
能
も
併
せ

持
っ
て
い
ま
し
た
。
近
世
に
は
、
通
行
す
る
帰
役
人

の
荷
持
ち
や
籠
か
き
、
ま
た
、
そ
の
先
触
訊
の
書
状

を
送
り
届
け
る
村
継
き
の
夫
役
に
、
長
井
村
の
人
々

は
請
川
ま
で
の
小
雲
取
越
を
、
大
山
村
の
夫
役
は
那

智
ま
で
の
大
雲
取
越
の
長
路
を
甑
け
ぬ
け
た
模
様
で

す。
さ
ら
に
当
地
方
に
と
っ
て
は
一
大
事
変
で
あ
っ
た

文
久
三
年
(
-
八
六
三
）
九
月
の
大
和
で
の
天
誅

組
竪
動
の
時
に
は
、
浪
士
の
残
党
か
雲
取
越
で
海
岸

に
出
る
と
の
風
聞
か
ら
、
那
智
山
防
衛
の
任
を
帯
び

た
色
川
組
大
庄
屋
か
ら
の
要
請
を
受
け
た
大
山
組
大

庄
屋
は
、
石
倉
峠
と
越
前
峠
の
間
で
、
道
の
左
右
か

だ
か
ら
と
言
っ
て
整
備
の
完
了
を
喜
ぶ
だ
け
で
は

熊
野
古
道
の
歴
史

昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
六
十
年
度
に
か
け
て
文
化

庁
の
指
導
の
も
と
に
整
備
さ
れ
た
熊
野
古
道
は
、
熊

野
参
詣
道
の
う
ち
中
辺
路
と
呼
称
さ
れ
る
遍
で
す
。

熊
野
川
町
は
こ
の
古
道
整
備
事
業
の
中
で
、
那
智
と

本
宮
を
結
ぶ
通
称
雲
取
越
二
十
八
k
m
の
う
ち
L
I
-

―-km

の
整
備
を
担
当
し
ま
し
た
。

古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
上
皇
や
女
院
に
よ
る

熊
野
御
幸
で
の
三
山
め
く
り
に
は
｀
•
本
宮
↓
新
宮
I
↓
·

那
智
↓
誓
E

↓
本
宮
を
順
路
と
す
る
こ
と
か
多
く
r

那
習
か
ら
雲
取
越
で
本
宮
へ
向
う
こ
と
は
稀
て
あ
っ

た
よ
う
て
r

こ
の
雲
取
越
の
道
は
御
幸
道
と
し
て
は

脇
役
的
存
在
て
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
ず
。

建
仁
元
年
（
一
―
-

0

-

)

後
鳥
羽
上
皇
の
御
幸

に
随
行
し
た
藤
原
定
家
は
そ
の
日
記
に
「
廿
日
(
+

月
）
、
自
暁
同
降
無
松
明
、
待
天
明
之
間
、
雨
忽
陥
、

雖
待
晴
間
弥
如
注
、
初
営
出
一
里
許
行
、
天
明
風
雨

之
間
、
路
窄
不
及
取
笠
、
著
蓑
笠
、
興
中
如
洵
如
林

宗
、
終
日
超
岐
岨
、
心
中
如
夢
、
未
遇
姐
此
卓
、
雲

ト
リ
紫
金
峯
如
立
手
、
山
中
口
ニ
字
有
小
家
、
右
術

門
督
宿
也
、
予
相
替
入
其
所
、
如
形
小
食
了
、
又
出

衣
裳
、
ロ
ハ
如
入
水
中
、
於
此
辺
適
雨
止
了
、
前
後
不

覚
、
戌
時
許
著
本
宮
付
寝
、
此
路
峨
難
遇
於
大
行
路
、

不
能
退
記
」
と
記
述
し
て
い
柔
す
。
発
熱
と
下
瑚
に

な
や
み
な
が
ら
の
雨
中
の
雲
取
越
は
、
定
家
に
と
っ

て
輿
に
乗
っ
て
い
て
も
大
変
な
難
行
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
も
し
も
季
節
が
暖
か
け
れ
は
山
蛭
に
も
な
や

ま
さ
れ
た
ろ
う
と
も
想
像
し
ま
す
。
御
幸
の
道
中
で

の
最
大
の
難
所
か
こ
の
雲
取
越
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思

わ
れ
ま
す
。

そ
の
熊
野
御
幸
も
払
安
四
年
(
-
口
尺
一
）
亀

山
上
皇
の
御
幸
が
最
後
と
な
っ
た
よ
う
て
、
以
後
は

公
家
責
族
の
熊
野
詣
は
下
火
と
な
り
ま
す
か
、
そ
ね

に
替
っ
て
三
山
の
御
師
・
先
達
を
始
め
修
験
者
や
熊

野
比
丘
尼
に
よ
る
熊
野
詣
の
勧
誘
が
盛
ん
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
一
方
、
一
遍
を
開
祖

ど
。
る
遊
行
上
入
に
よ
っ
て
（
熊
野
神
は
）
「
信
不
信

を
え
ら
は
ず
、
活
不
浄
を
き
ら
わ
す
」
と
そ
乃
御
利

益
か
詔
介
さ
れ
た
事
な
と
も
加
わ
っ
て
、
全
国
各
地

ら
樹
木
を
伐
り
倒
し
て
障
害
物
と
し
浪
士
の
通
行
を

妨
害
す
る
手
段
を
構
じ
た
と
の
記
録
も
あ
り
ま
す
c

里
人
に
と
っ
て
は
生
活
路
で
あ
り
作
業
路
で
も
あ

り
、
か
つ
ま
た
、
熊
野
詣
の
道
者
に
は
信
仰
の
道
‘
祈

り
の
道
で
も
あ
っ
た
こ
の
道
も
、
熊
野
信
仰
の
衰
微

な
か
ん
ず
く
修
験
道
の
衰
退
と
、
新
た
な
車
道
の
開

通
交
通
機
関
の
発
達
に
よ
っ
て
信
仰
の
道
と
し
て

の
機
能
を
失
い
r

さ
ら
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の

役
目
を
果
し
て
い
た
薪
炭
林
も
そ
の
役
目
を
う
ば
わ

れ
、
建
築
用
村
と
し
て
利
用
度
が
高
か
っ
た
杉
檜
を

主
体
と
し
た
森
林
資
源
も
主
役
の
座
か
ら
近
ざ
か
る

な
ど
、
も
ろ
も
ろ
の
要
因
が
重
な
っ
て
山
村
の
過
疎

化
か
進
む
に
伴
い
、
生
活
路
や
作
業
路
と
し
て
の
利

用
度
ま
で
低
下
し
て
廃
道
に
近
い
状
況
に
あ
っ
た
こ

の
道
が
今
回
の
整
備
事
業
に
よ
っ
て
い
く
ら
か
生

気
を
取
戻
し
た
こ
と
に
道
沿
い
に
住
む
住
人
の
一
入

と
し
て
素
直
に
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
後
の
課
題

和

歌

山

県

熊

野

川

町

教

育

]

：

ロ

ロ

長

士

↑

紅

口

紐

咀

古

芍

叩
芦

か
ら
多
数
の
道
者
が
こ
の
道
を
通
行
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
C

近
世
に
な
っ
て
熊
野
信
仰
は
多
少
衰
微
は
し
た
も

の
の
、
伊
勢
参
り
や
観
音
霊
場
巡
り
と
結
び
つ
い
て

各
地
か
ら
多
く
の
順
礼
集
団
が
こ
の
熊
野
古
道
を
通

過
し
ま
し
た
C

拙
宅
近
く
の
路
端
の
茂
み
の
中
に
「
天

明
丙
午
六
月
廿
四
日
、
善
道
自
得
信
士
、
武
州
碕
玉

郡
西
川
辺
領
平
野
村
、
同
行
九
人
俗
名
染
屋
助
四

郎
」
と
読
み
と
れ
る
小
さ
な
墓
碑
が
見
え
ま
す
。
全

国
各
地
の
人
々
か
そ
九
ぞ
れ
に
顧
い
や
祈
り
を
胸
に

ひ
め
て
こ
の
道
を
通
行
し
た
の
て
し
ょ
う
。

己
道
整
備
を
終
え
て

当
熊
野
川
町
か
担
当
し
た
古
道
整
備
工
事
は
道
を

原
形
に
近
い
形
に
復
元
す
る
事
を
基
本
に
作
業
を
進

め
ま
し
た
の
で
、
崩
れ
た
路
肩
の
石
稽
み
や
石
畳
の

補
修
と
か
雑
草
木
の
刈
払
い
が
主
な
工
事
内
容
と
な

り
ま
し
た
。
元
来
当
町
内
の
古
道
は
最
近
ま
で
里
入

の
刊
用
頻
度
も
比
較
的
高
く
呈
入
も
自
分
達
の
道

て
あ
る
と
意
誅
し
て
い
て
、
年
に
一
度
は
夫
役
と
し

て
区
民
総
出
で
雑
草
木
の
刈
払
い
を
実
施
す
る
な
ど

里
人
に
よ
っ
て
保
守
さ
九
て
い
ま
し
た
の
で
整
備

の
前
と
後
と
で
特
に
大
き
く
変
貌
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

整
棚
事
業
を
終
了
し
て
惑
じ
る
こ
と
の
一
っ
と
し

て
石
畳
の
こ
と
か
あ
り
ま
す
。

古
道
に
は
石
畳
の
箇
所
か
小
規
模
な
が
ら
も
点
々

と
存
在
し
ま
す
。
そ
れ
等
は
す
べ
て
雨
水
に
よ
っ
て

表
土
の
流
失
が
起
き
や
す
い
箇
所
に
石
を
敷
き
つ
め

て
い
る
も
の
て
す
。
年
間
降
雨
量
か
多
く
し
か
も
時

い
け
ま
せ
ん
。
今
後
の
保
守
を
怠
っ
て
は
元
の
木
阿

弥
で
あ
ろ
う
事
は
自
明
の
理
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で

自
分
達
の
道
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
主
体
的
に
道
の

保
守
に
か
か
わ
っ
て
い
た
里
人
の
意
識
も
公
的
機
関

か
整
備
を
担
当
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
自
分
達

の
道
で
あ
る
と
の
気
持
ち
に
変
化
か
生
じ
主
体
的
に

道
を
保
守
し
よ
う
と
す
る
熱
意
が
減
退
し
た
よ
う
に

思
え
ま
す
。
向
後
は
整
備
事
業
を
担
当
し
た
町
及
ひ

町
教
育
委
員
会
か
積
極
的
に
保
守
に
取
組
も
こ
と
か

肝
要
と
い
え
ま
す
c

,

最
後
に
愚
痴
と
は
承
知
し
つ
つ
古
道
の
将
来
的
な

保
守
に
は
道
沿
い
の
植
生
の
保
全
に
意
を
払
う
必
要

を
訴
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
当
町
内
の
古
道
が
原
形

に
近
い
状
態
を
保
っ
て
い
た
の
は
呈
入
の
手
入
れ
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
集
落
か
ら
は
な
れ
た
手
入
れ
の

し
に
く
い
所
は
道
の
左
右
の
植
生
か
古
木
で
安
定
し

て
い
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
た
と
言
え
る
か
ら
で

す
そ
れ
に
つ
け
て
も
近
世
地
方
文
書
で
見
る
限
り
で

は
、
こ
の
道
沿
い
の
山
林
は
、
近
世
に
は
全
て
村
持

山
で
あ
っ
た
よ
う
で
今
も
部
分
的
に
は
町
有
林
と
し

て
名
残
り
を
と
ど
め
て
い
ま
す
が
、
多
く
は
近
世
末

以
後
に
未
進
年
貢
の
処
理
な
ど
も
ろ
も
ろ
の
理
由
で

私
有
地
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
残
念
に
思
い
ま

す
。
道
は
そ
の
周
辺
と
一
体
の
も
の
で
あ
り
、
植
生

の
保
全
が
道
の
保
守
に
大
き
く
か
か
わ
る
こ
と
を
考

え
る
時
、
二
百
平
以
前
の
村
持
山
か
今
も
町
有
林
と

し
て
保
持
さ
れ
て
い
た
な
ら
な
あ
と
強
く
感
じ
ま
す
。

---ll- -10--



l特 集：腰史の道藍備の十年に幻｀凶凶心図心心心凶凶凶凶薗凶薗凶凶
府県名 年度 調査対象街道名称

＝重 61 東海道ほか ※ 

大阪 61 熊野街道（小栗街道）、紀州街道、父鬼街道、粉河街道、

大木嶺、槙尾嶺、根米街逍、井関越、箱作越、東畑越、

‘西畑越 t 

62 東高野街道、西高野街道、竹の内街道、下高野街道、

中高野街道、天野嶺、槙尾徹、干早街道、宮田林街道、

水越嶺、＇平石嶺、釜室越 ※ 

奈良 57 初瀬街道

58 竹の内街道（ニJ:山麓の道）

59 伊勢本街道

和歌山 52 熊野街道

53 熊野街道

54 高野山参詣道、南海道、大和街道、1炎島街道，上方街道

55 高野・竜神街道、修験の道

56 竜神往米、修験の道（大峯熊野修験）、河川交通

57 河川交通及ぴ海路交通

山口 55 萩往還 t 

56 山陽道（岩国～徳山～防府～山口）

57 山陽道（宇野～下関）

大分 54 肥後街道、伊予街道、日向街道（豊前道）

55 勅使街道、放生会道、行幸会逍、峯入りの道

56 奈多行幸会道、永山布政所路（1X2)

60 岡城路、臼杵城路 t 

熊本 56 豊後街道

57 豊前街道、日向街道、薩摩街道 ↑ 

58 人吉街道、天草路

61 菊池JII水遥 t 

62 球磨J11水運、庵室路・肥後峠越 ※ 

宮崎 52 都農、高城、都於郡往還、豊後街道、高千穂往還、田

代及ぴ水清谷、渡／1|経間椎葉山往還、椎葉山往還

53 米良街道、妖肥街道、鵜戸街道、志布志街道

54 肥後街道ャ薩摩街道、諸塚間道

沖縄 58 末吉宮参詣街道、真珠道

59 国頭・中頭方西海道（I)、弁ヶ嶽参詣道

60 国頭・中頭方西海道仰

61 島尻方街道ほか

62 東海道 ※ 

計 2妍引県

別表2

府県名 年度 調企対象街道名称

窃山 55 飛州小白川間道）

山梨 58 秩父往還、穂坂道、中道往還

59 甲州街道、佐久往還、鎌倉街道（御坂路）

60 河内路（駿信往還）、西郡路、若彦路、背梅街道

61 棒道、御岳路、谷村道、戸田街道・商尾道

62 逸見路、東河内路、市川往還、御幸逍、鎌倉道

長野 52 中山道

53 中山道

54 甲州道中｀北国街道、大笹街道、佐久甲州街道

55 伊那街道、干国街道、善光寺街道

56 飯山街道、野麦街道

57 権兵衛街道｀木曽街道

58 秋葉街道

59 裾花／1［通り大町通、土尻川通り大町通

60 戸隠道、保福寺道、富岡道、武州道

61 大門道、遠州街道、大平街道

62 岡谷道、三原道、草津道、窮倉道 ※ 

岐阜 53 中山道

54 飛騨野麦・越中街道

56 北国街道、九里半街道、美濃路、伊勢西街道、郡上街

道、伊勢東街道、高賀往還、谷汲巡礼道

57 中馬街道、岩村街道、下街道、南北街道、飛騨街道、

飛騨西街道

58 白川街道、高山街道、天生街道・小烏道、越中西街道、

平湯街道、飛騨北街道、馬背街道

惟岡 53 東海道

54 東海道、姫街道、身延街道

56 秋葉道

57 秋葉道

58 下田街道

愛知 62 東海道 ※ 

三重 55 熊野街道

56 和歌山街道、伊勢本街道、初瀬街道

57 伊賀街道、大和街道、伊勢別街道

58 巡見街道、鈴鹿の峠道、菰野街道、八風街道、濃州街

道、美浪街道

60 伊勢街道（朝熊岳道、二見道、磯部道、青峰道、烏羽道）

（注） ※報告書未刊行、＊報告薔と併せて総巣編刊行、t報告書と併せて資料編刊行

番号 都道府県名 事業者 街 道 名 特 色 事業年度

1 宮城県 鳴子町 出羽仙台街道中山越 おくの細道、尿米の関 • 53~56 
2 
＂ 
岩出山町

” 、上街道
千本松長根 54~56 

3 山形県 最上町 II 中山越 封人の家 56、59~62
4 II 尾花沢市

” 山刀伐越 61-62 
5 長野県 南木曽町 中山道 木曽八景与川越、妻籠宿 53~56 
6 II 和田村

” 和田峠、和田宿 53~58、61-62
7 岐阜県 恵那市 II 西行塚、大井宿 62 
8 和歌山県 本宮町 熊野参詣道 本宮、湯ノ峯越 53~57 
， 
＂ 
中辺路町 ” 大坂越、悪四郎越 53~57 

10 II 熊野川町 II 小雲取越、大雲取越 54~57 
11 ,, 那智勝浦町 II 大雲取越、大門坂 56~60 
12 ” 田辺市 II 潮見坂 61~62 
13 山口県 山口市 萩往還 六間茶屋 56~62 
14 ” 萩 市 II かせが坂峠 57~60 
15 II 旭 村

＂ 
千持だお、ちょうのぎり石畳 57~62 

16 II 防府市 ” ＝田尻お茶屋 61. 
17 熊本県 産山村 盟後街道 大利弁天石畳 59~62 
18 II 阿蘇町 II 二重峠石畳、的石お茶屋 61~62 
19 
” ーノ宮町 " 滝室坂、坂梨お茶屋 62 

凶凶凶凶凶一薗薗凶凶凶凶凶凶窯｀芯磁［特

別表 1

府県名 年1度 調企対象街道名称

青森 57 羽州街道、松前街道（奥州街道2)、乳井（高田）通り、

大豆坂通り

58 西浜街道（鰺ヶ沢街道）、百沢街道十三街道、下之切

通1)（小泊道）、黒石・山形街道

59 奥州街道（一）、鹿角街辺上り街道（八戸街道）、久慈街道

60 田名部道、北通道、北浜街逍、西通道

岩手 53 奥州道中、奥の細道

54 気仙沼街道、今泉街道、院内街道仙北道、平和街道、

秋田街道

55 浄法寺・八戸街道、小本街道宮古街道、大槌・釜石

街道、盛街道

56 浜街道、久慈・野田街道、沢内街道

宮城 52 奥州街道、笹谷街逍、一I剥街逍、松山街道、水戸街道、

七ヶ宿街道

53 奥州街道、笹谷街道、出羽海道一中山越、金花山道

54 二ロ越最上街道•関山越最上街道、江戸浜海道、気仙
道、最上街道（田代西崎越・軽井沢越）、上仙北通

55 仙北道佐沼・登米道、涌谷・登米道、角田道・相馬道、

白石・角田道

秋田 58 北国街道（酒田街道）、男鹿街道（湯西街道）、大間越街道

59 北部羽州街道、五城目街道、阿仁街道、鹿角街道、米

満街道、濁川街道

60 南部羽州街道、生保内街道、角館街道、刈和野街道、

平和（小松川）街道、大覚野（阿仁）街道

61 亀田街道、矢島街道、 Ill大内街道、本荘街道、男鹿街

道、手倉街道、須川街道、沼館街道

山形 53 奥の細道（一）、羽州街道、笹谷街道、最上）II（二）

54 出羽＝山参詣道、最上Ill（→口、六十里越街道

55 浜街道、小国街道、越後街道、米沢・板谷街道、二井

宿・大塚街道、会津街道 ＊ 

56 最上小国街道、仙台街道（軽井沢・寒風沢越）、青沢越

え、村山西部街道、関山街道、ニロ街道、狐越え街道、

小滝街道、茂庭街道 ＊ 

福島 57 奥州道中、羽州街道、米沢街道、相馬街道、一本松街道

58 白河街道、米沢街道、越後街道、下野街道（南山通り）

59 水戸街道、浜街道、岩城街道、御斎所街道

60 沼田街道（八十里越、六十里越、銀山街道）

群馬 53 足尾銅山街道、日光例幣使街道

54 三国街道、信州街道、沼田・会津道

55 下仁田街道、消水峠越往還、古戸・桐生道、佐渡奉行

街道、古河往還

56 利根の水遥中山道、十石街道

57 鎌倉街道、東山道、日光の脇往還、吾妻の諸街道

埼玉 56 県内鎌倉街道伝承地所在確認調査

57 鎌倉街道上道 t 

58 日光御成道

59 日光道中、日光脇往還

60 中山道、秩父往還

61 荒Ill水運、新河岸）1|水運

62 入間Ill水運

干葉 61 成田街道、佐倉道

62 水戸道中、鮮魚街道、日光東往還、木下街道、江戸川・

利根Ill水運

窟山 53 飛騨街道（その I)

54 北陸街道

55 立山街道、氷見能登道、飛騨街道（その 2 五箇山道、

集：歴史の道藍偏のナ年」
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◎

の

遺

跡

・

文

化

財

の

調

査

を

行

い

ま

す

。

昭
和
六
十
二
年
度
ま
で
に
調
査
が
終
了
し
た
の
は

別
表

1
の
と
お
り
で
、
二
百
七
十
余
冊
の
調
査
報
告

書
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
て
歴
史
の
道
の
整
備
は
行
わ
れ
ま
す
。
車
交
通
の

発
達
で
長
く
廃
絶
し
て
い
た
道
は
、
そ
の
復
旧
か
ら

文
化
庁
で
は
昭
和
五
十
三
年
度
よ
り
古
道
や
運
河

等
の
保
存
・
整
備
を
め
ざ
し
て
歴
史
の
道
の
調
査
・

整
備
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。
今
年
で
ち
ょ
う
ど
十

年
を
経
過
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
事
業
で
は

最
初
に
古
道
そ
の
も
の
の
残
存
状
況
を
調
べ
、
ル
ー

始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
埋
土
の
下
か
ら
石
畳

が
検
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
痛
ん
だ

部
分
を
修
理
し
て
再
ぴ
石
畳
の
上
を
歩
け
る
よ
う
に

し
ま
す
。

現
在
、
整
備
事
業
を
終
了
な
い
し
実
施
中
の
と
こ

ろ
は
別
表

2
の
と
お
り
で
す
。
整
備
が
終
了
し
た
歴

史
の
道
は
史
跡
に
指
定
し
永
久
保
存
す
る
予
定
で
、

昭
和
六
十
二
年
十
月
三
日
に
中
山
道
が
史
跡
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
出
羽
仙
台
街
道
中
山
越
、
上
街
道
、

熊
野
参
詣
道
に
つ
い
て
も
既
に
史
跡
指
定
の
文
化
財

保
護
審
議
会
答
申
が
な
さ
れ
て
お
り
、
近
日
中
に
史

跡
指
定
と
な
る
見
込
み
で
す
。

（
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課
）
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今
月
号
は
、
歴
史
の
道
の
訓
査
＇

業
を
特
集
に
組
み
ま
し
た
。
こ
の
京

昭
和
査
十
三
年
に
始
め
ら
れ
た
も
の
こ

の
十
年
間
の
成
果
と
進
捗
状
況
に
つ
い
て

関
係
者
の
方
々
に
ご
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し

ぢ
現
代
の
道
路
は
、
車
で
唯
ひ
た
す
ら
目

的
地
に
到
達
す
る
た
め
、
途
中
の
景
観
も
十

分
楽
し
む
こ
と
も
な
く
走
る
だ
け
の
も
の
に

な
り
か
ち
て
す
か
こ
の
十
年
間
に
掘
り
起

こ
さ
れ
、
再
現
さ
れ
た
古
道
で
は
、
歴
史
上

の
人
物
が
歩
き
あ
る
い
は
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ

を
害
き
換
え
る
よ
う
な
出
来
事
も
あ
っ
た
て

し
ょ
う
。
任
時
を
偲
び
つ
つ
自
ら
の
足
で
歩

く
の
も
趣
が
あ
り
、
文
化
的
活
動
と
も
い
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

来
月
号
で
こ
紹
介
い
た
し
ま
す
が
、
文
化

庁
昭
和
六
十
三
年
度
予
算
政
府
原
案
は
対
前
9
4
,
'
 

年
度
四
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ

1
ま

昭
和
五
十
五
年
度
以
来
の
伸
ひ
率
で
、
職
員

全
員
は
り
き
っ
て
い
ま
す
e

(

k

)
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